
- 67 -

令和５年第３回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第２号）

令和５年９月１５日（金曜日） 午後 １時１０分開議

第 １ 認定第 １号 令和４年度中頓別町一般会計歳入歳出決算認定について（決算審

査特別委員会委員長報告）

第 ２ 認定第 ２号 令和４年度中頓別町自動車学校事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ３ 認定第 ３号 令和４年度中頓別町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ４ 認定第 ４号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定

について（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ５ 認定第 ５号 令和４年度中頓別町水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ６ 認定第 ６号 令和４年度中頓別町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ７ 認定第 ７号 令和４年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ８ 認定第 ８号 令和４年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定について（決算審査特別委員会委員長報告）

第 ９ 発議第 ２号 国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書（案）

第１０ 発議第 ３号 軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書（案）

第１１ 閉会中の継続調査申出について

〇出席議員（８名）
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◎開議の宣告

〇議長（星川三喜男君） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程については、議事日程第２号のとおりです。

（午後 １時１０分）

◎認定第１号～認定第８号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１、認定第１号 令和４年度中頓別町一般会計歳入歳出

決算認定の件から日程第８、認定第８号 令和４年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定の件まで一括議題とします。

決算審査特別委員会委員長の報告を求めます。

宮崎さん。

〇決算審査特別委員長（宮崎泰宗君） 令和４年度中頓別町各会計決算審査を行いました

ので、私のほうからその結果をご報告申し上げます。

審査結果につきましては、お手元に配付した委員会審査報告書のとおりでございますが、

読み上げて報告といたします。

令和５年９月１５日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

決算審査特別委員会委員長、宮崎泰宗。

委員会審査報告書。

本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７

条の規定により報告します。

認定第１号 令和４年度中頓別町一般会計歳入歳出決算認定については認定であります。

認定第２号 令和４年度中頓別町自動車学校事業特別会計歳入歳出決算認定については認

定であります。認定第３号 令和４年度中頓別町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定については認定であります。認定第４号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業

会計歳入歳出決算認定については認定であります。認定第５号 令和４年度中頓別町水道

事業特別会計歳入歳出決算認定については認定であります。認定第６号 令和４年度中頓

別町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定については認定であります。認定第７号 令和

４年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定については認定であります。認定

第８号 令和４年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定については認

定であります。

なお、審査結果に対し意見が付されておりますので、読み上げてご報告いたします。

審査意見、１点目として、本決算に対して監査委員から指摘を受けている４項目、町税

等の収入未済額の増加、高額な予算の流用、第８期総合計画から中頓別学園事業など高額

な事業において随意契約を行っている根拠、歳出予算における目的別経費や所管事業の分

かりづらさという点についてそれぞれに適切な執行や解消を求める。

２点目、介護医療院の運営に関して本決算書や説明資料等の中では予算の執行状況や運
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営の実態が現状では不透明であるので、介護医療院部分の運営状況が分かる資料の提出や

説明を求める。

３点目、町提出の決算書や説明資料では、事務事業の効果等が明確になっていないこと

から、執行率以上に費用対効果や事業成果を具体的に示す事業評価を求める。

以上をもって審査報告といたします。

〇議長（星川三喜男君） 報告が終わりましたので、一括して質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終了します。

それでは、認定第１号 令和４年度中頓別町一般会計歳入歳出決算認定について討論を

行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第１号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第１号 令和４年度中頓別町一般会計歳入歳出決算は認定すべきものと決

定しました。

認定第２号 令和４年度中頓別町自動車学校事業特別会計歳入歳出決算認定について討

論を行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第２号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第２号 令和４年度中頓別町自動車学校事業特別会計歳入歳出決算は認定

すべきものと決定しました。

続きまして、認定第３号 令和４年度中頓別町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について討論を行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第３号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第３号 令和４年度中頓別町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算は認

定すべきものと決定しました。

認定第４号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定について

討論を行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第４号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第４号 令和４年度中頓別町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算は認

定すべきものと決定しました。

認定第５号 令和４年度中頓別町水道事業特別会計歳入歳出決算認定について討論を行

います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第５号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第５号 令和４年度中頓別町水道事業特別会計歳入歳出決算は認定すべき

ものと決定しました。

続きまして、認定第６号 令和４年度中頓別町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて討論を行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第６号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 異議なしと認めます。

よって、認定第６号 令和４年度中頓別町下水道事業特別会計歳入歳出決算は認定すべ

きものと決定しました。

認定第７号 令和４年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について討論

を行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第７号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第７号 令和４年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算は認定す

べきものと決定しました。

続きまして、認定第８号 令和４年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、これより採決を行います。

お諮りします。本件に対する委員長報告は認定です。

認定第８号は委員長報告のとおり認定すべきものと決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第８号 令和４年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算は

認定すべきものと決定しました。

ここで暫時休憩といたします。

休憩 午後 １時２３分

再開 午後 １時３６分

〇議長（星川三喜男君） それでは、休憩前に戻り会議を再開いたします。

◎発議第２号

〇議長（星川三喜男君） 日程第９、発議第２号 国土強靱化に資する道路の整備等に関

する意見書（案）の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

吉田さん。

〇２番（吉田智一君） それでは、発議第２号 国土強靱化に資する道路の整備等に関す

る意見書（案）につきまして、朗読をもって提案したいと思います。

発議第２号。

令和５年９月１５日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

提出者、中頓別町議会議員、吉田智一。賛成者、中頓別町議会議員、西浦岩雄。

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま
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す。

裏面に行きます。

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書（案）

北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の１以上を占める広大な大地と

海に育まれた豊富で新鮮な食を強みに我が国の食料供給を担うとともに、特有の歴史・文

化や気候風土などを有しており、これらの独自性や優位性を生かしながら、将来にわたっ

て持続可能な活力ある北海道の実現を目指している。

こうした中、地域の産業を支える道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化する自然災害

による交通障害の発生や、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震のリスクが増大するなど、

防災・減災、国土強靱化の取組が喫緊の課題になるとともに、道路施設の老朽化や通学路

等の安全対策の推進が大変重要となっている。

今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する地域が持つ潜在力が最大限発

揮されるよう、平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的な物

流や広域周遊観光を支える道路の整備が必要不可欠である。加えて、積雪寒冷の本町にお

いては、安定的な除排雪体制の確保など、冬期間の住民の安全・安心を図ることが必要で

ある。そのため、地方財政が依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準が上昇す

る中、道路整備・管理に必要な予算を安定的に確保することが重要である。

よって、国においては、国土の骨幹を形成する高規格道路から国民の日常生活に最も身

近な市町村道に至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、「防災・減災、国土

強靱化のための５か年加速化対策」をより一層推進するため、次の事項について特段の措

置を講ずるよう強く要望する。

記

１ 道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の創設及び必要な予算

を確保すること。

２ 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要

な予算・財源を例年以上の規模で確保するとともに、５か年加速化対策期間完了後も、

昨今の地震・豪雨・豪雪などの災害の状況も踏まえ、国土強靱化に必要な予算・財源を

通常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこと。

３ 橋梁等の老朽化対策を推進し予防保全による道路メンテナンスへ早期に移行するため、

維持管理・更新事業に必要な技術的支援の拡充や予算を長期安定的に確保するほか、舗

装修繕等の維持管理に係る制度創設や財政支援の充実・強化を図ること。

４ 地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、子どもたちの安全安心を

守る通学路等の交通安全対策を強化・推進するとともに、冬期における安全な道路交通

を確保するための道路整備や除排雪を含む安定した維持管理の充実に必要な予算を確保

すること。

５ 災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制
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の充実・強化を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

令和５年９月１５日、北海道中頓別町議会議長、星川三喜男。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、

国土強靱化担当大臣。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第２号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第２号 国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書は原案のとおり

可決されました。

◎発議第３号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１０、発議第３号 軽油引取税の課税免除特例措置の継

続を求める意見書（案）の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書について発

議をさせていただきます。お手元の意見書案を御覧ください。

発議第３号。

令和５年９月１５日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

提出者、中頓別町議会議員、蓮尾純一。賛成者、中頓別町議会議員、長谷川克弘。

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

裏面をご参照ください。

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書（案）

軽油引取税については、平成２１年度の地方税法の改正により、道路特定財源から一般

財源化され、これに伴い、道路の使用に直接関連しない機械等に使われる軽油に設けられ

ている免税制度が、令和３年３月末で廃止される予定となっていましたが、索道事業者等
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からの強い要望により３年間延長措置が認められ、令和６年３月末での適用期限を迎えま

す。

索道事業では、スキー場のゲレンデ整備に使用する圧雪車の燃料、降雪機の動力源とし

て使用する軽油について免税となっており、この制度がなくなれば、スキー人口の減少等

から現在でさえ大変厳しい経営環境をさらに圧迫し、スキー場の経営は一層厳しいものと

なり、北海道の観光及び経済にも大きな打撃を与えることが危惧されます。

当町内のスキー場におきましても、安全・安心かつ快適なゲレンデを提供するため雪面

整備に圧雪車等を使用しており、スキー場の経営維持に軽油引取税の免税措置は不可欠な

ものとなっております。

よって、国においては、索道事業者、農林水産事業者、鉱物採掘事業者など幅広い産業

への経営が圧迫され、地域経済を支えている産業の衰退を招くことのないよう、軽油引取

税の課税免除措置を継続するよう強く要望します。

以上、地方自治法第９９条の規定により提出します。

令和５年９月１５日、北海道中頓別町議会議長、星川三喜男。

提出先としまして、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農

林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣。

以上となります。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第３号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第３号 軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書は原案のと

おり可決されました。

◎閉会中の継続調査申出について

〇議長（星川三喜男君） 日程第１１、閉会中の継続調査申出の件を議題とします。

本件については、議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手

元に配付したとおり申出があります。

お諮りします。本件については、各委員長申出のとおり決することにご異議ございませ

んか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、閉会中の継続調査については各委員長申出のとおり決定しました。

◎議案の文言整理について

〇議長（星川三喜男君） お諮りします。

このたびの定例会で議決された議案について、字句、数字、その他の整理を要するもの

については、その整理を議長に一任されたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

したがって、字句、数字、その他の整理を要するものについては、その整理は議長に一

任することに決定しました。

◎閉会の宣告

〇議長（星川三喜男君） 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。

これで本日の会議を閉じます。

令和５年第３回定例会を閉会といたします。

（午後 １時５０分）
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